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当社連結子会社である株式会社エイペックスの民事再生手続開始 

および子会社の異動に関するお知らせ 
 

平成 22 年３月 29 日に当社連結子会社である株式会社エイペックス（以下「エイペック

ス」という。）が、東京地方裁判所に民事再生手続開始の申立てを行いました。また、本件

申立てを受けて、エイペックスが当社の連結子会社から外れることとなりましたので、下

記のとおり、お知らせいたします。 

 

記  

 

（エイペックスの民事再生手続開始） 

１．申立ての理由 

 エイペックスは、国内外の半導体メーカーに対し、中古半導体製造装置の売買事業及

び中古半導体製造装置の立上げ・改修等の技術サービス事業を中核に事業展開しており

ます。 

一昨年末からの金融危機に端を発した景気の後退により、半導体業界における設備投

資は低迷し、エイペックスの業績は厳しい状態が続いておりました。 

現在、半導体市況の回復に伴い、エイペックスは、中長期的には業績の回復が見込め

る状況となってきておりますが、足元の業績が厳しく、エイペックスの運営資金が不足

することが明らかなことから、現状での事業の継続は困難であると判断し、民事再生手

続の申立てに至りました。 

 

２．負債総額 

 7,423 百万円（平成 22 年３月 29 日現在） 

 

 

（子会社の異動） 

１．子会社の異動の理由 

当社はすでにエイペックスの株式を全く保有しておりませんが、エイペックスの株式

100％を保有する株式会社八徳に対して貸付を行っているために支配力基準により、エイ

ペックスを連結子会社としておりました。 

今般、エイペックスの民事再生手続開始の申立てにより、当社のエイペックスに対す

る支配関係が実質的に喪失しましたので、エイペックスは当社の連結子会社から除外さ

れます。 

 

２．日程 

 (1) 子会社の異動日 平成22年３月30日  

 

３．今後の見通し 

  本件により、平成 22 年３月期の連結貸借対照表につきましては、エイペックスの数値

は除外されます。平成 22 年３月期連結業績予想への影響に関しましては、今後精査をし

た上で、速やかに開示いたします。 

 



 

 

 

（参考）申立ての概要及びエイペックスの現況 

 

１．申立ての概要 

(1) 申   立   日：平成 22 年３月 29 日  

(2) 管  轄  裁 判 所：東京地方裁判所 

(3) 事   件   名：民事再生手続開始申立事件 

(4) 申  立  代 理 人：東京都千代田区内幸町 

           弁護士法人さくら共同法律事務所 

           電話 03-5511-4400 

           民事再生申立代理人弁護士 松尾慎祐 

 

２．エイペックスの現況 

(1) 商      号：株式会社エイペックス 

(2) 本  店  所 在 地：東京都府中市日新町一丁目２番６号 

(3) 役  員  の 状 況：代表取締役社長 水谷 智 

(4) 事  業  内 容：中古半導体製造装置の売買および立上げ再生等の技術サービス 

(5) 資  本  金 の 額：1,513 百万円 

(6) 設  立  年 月 日：平成 12 年５月 11 日  

(7) 大株主及び持株比率：株式会社八徳 100％  

(8) 株  主  総 数：１名 

(9) 株  式  の 状 況：（発行する株式の種類及び発行済株式数） 

          普通株式：44,327 株  

(10) 従  業  員 数：14 名  

(11) 労  働  組 合：なし 

(12) 負  債  総 額：7,423 百万円 

(13) エイペックスグループの最近３年間の経営成績および財政状態（単位：百万円） 

 平成 20 年３月期 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期中間

純資産 3,876 3,226 1,586

総資産 10,810 9,321 7,014

売上高 7,189 8,147 654

営業利益 125 420 △ 367

経常利益 △625 △ 162 △ 462

当期純利益 △356 △ 1,159 △ 1,476

 

 

 以  上  

 


